
食
の
加
工
技
術
施
設
を
整
備

伊
藤
祐
一
郎
知
事

鹿児島県
　
鹿
児
島
県
は
人
を
元
気
に
す
る

「
本
物
の
素
材
」
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
特
に
「
食
」
の
分
野
で
は
サ
ツ

マ
イ
モ
や
茶
、
牛
、
豚
な
ど
良
質
で

豊
富
な
農
畜
産
物
を
産
出
す
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
加
工
食
品
が
生
産
さ
れ
、
食

品
関
連
産
業
は
農
業
と
と
も
に
本
県

の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た

戦
略
性
の
高
い
農
業
の
展
開
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
素
材
提
供
型
の
農
業

か
ら
一
次
加
工
な
ど
に
よ
り
価
格
支

配
力
を
高
め
た
高
付
加
価
値
型
農
業

へ
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　
特
に
大
隅
地
域
は
加
工
業
な
ど
の

拠
点
と
し
て
の
発
展
の
可
能
性
が
高

い
地
域
で
あ
る
。
県
で
は
大
隅
地
域

に
新
た
な
加
工
、
流
通
技
術
の
研
究

開
発
を
行
い
、
加
工
業
者
が
行
う
加

工
品
の
試
作
、
研
究
、
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
を
支
援
す
る
加
工
技
術
拠

点
を
整
備
す
る
。
こ
の
施
設
を
核
に

食
品
関
連
産
業
と
連
携
し
、
関
連
企

業
の
立
地
、
加
工
業
の
新
規
参
入
な

ど
農
商
工
連
携
や
６
次
産
業
化
を
推

進
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
の
農

業
振
興
、
ひ
い
て
は
雇
用
確
保
や
域

内
経
済
の
発
展
を

実
現
す
る
。

河
野
俊
嗣
知
事

宮崎県

食
ビ
ジ
ネ
ス
積
極
展
開

　
宮
崎
県
は
口
蹄
疫
を
は
じ
め
と
す

こ
う
て
い

る
相
次
ぐ
災
害
に
よ
り
、
地
域
経
済

は
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
だ
が
２

０
１
２
年
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
は
宮
崎
牛
が
２
年
連
続
日
本
一
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
東
九
州
自
動
車
道

の
一
部
区
間
の
前
倒
し
開
通
、

年

２
月
の
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

・
ク
ラ
シ
ッ
ク

Ｗ
Ｂ
Ｃ

日
本
代

表
の
直
前
合
宿
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
た
。

年
は
こ
う
し
た
良
い
流

れ
に
弾
み
を
つ
け
、
明
る
い
希
望
の

年
に
し
た
い
。

　
こ
の
た
め
「
復
興
か
ら
新
た
な
成

長
に
向
け
た
基
本
方
針
」
を
今
後
の

県
政
運
営
の
基
軸
に
据
え
、
本
県
経

済
の
本
格
的
な
回
復
と
将
来
へ
の
揺

る
ぎ
な
い
産
業
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
豊
富
な
農
水
産
物
を

核
に
し
た
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
積
極

的
な
展
開
や
畜
産
の
新
生
、
太
陽
光

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
取
り

組
む
。
ま
た
大
分
県
と
連
携
し
て
医

療
機
器
関
連
産
業
の
拠
点
化
を
目
指

す
「
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー
構

想
」
を
推
進
。
さ
ら
に
成
長
著
し
い

東
ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓
す
る
な
ど
、

本
県
の
資
源
や
強
み
を
生
か
し
た

「
成
長
産
業
」
の

育
成
強
化
を
加
速

さ
せ
る
。

海
洋
産
業
の
拠
点
づ
く
り
を

中
村
法
道
知
事

長崎県
　
長
崎
県
は
県
域
に
広
大
な
海
域
を

有
す
る
海
洋
県
で
あ
り
、
長
崎
市
、

佐
世
保
市
、
西
海
市
に
立
地
す
る
大

規
模
な
造
船
所
を
は
じ
め
、
造
船
関

連
企
業
が
集
積
す
る
日
本
有
数
の
造

船
県
で
あ
る
。
こ
の
造
船
業
の
集

積
、
海
洋
県
の
地
理
的
特
性
を
生
か

し
て
産
業
振
興
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
構
想

と
し
て
、
２
０
１
２
年
９
月
に
「
な

が
さ
き
海
洋
・
環
境
産
業
拠
点
特

区
」
を
国
に
申
請
。

年
２
月

日

に
、
地
域
活
性
化
総
合
特
区
の
指
定

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
、
特
区
制
度
を
活
用
し
て
規

制
の
特
例
措
置
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

措
置
の
実
現
に
よ
っ
て
、
大
型
客
船

や
新
型
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
、
資
源
探
査
船
な

ど
の
高
付
加
価
値
船
や
燃
費
・
環
境

性
能
に
優
れ
た
省
エ
ネ
船
の
建
造
促

進
、
船
舶
関
係
の
環
境
機
器
の
受
注

拡
大
な
ど
、
造
船
業
の
新
た
な
展
開

に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、
造
船
業
で

培
っ
た
高
い
技
術
を
生
か
し
、
海
洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
誘

致
、
整
備
を
は
じ
め
、
実
用
化
、
商

用
化
ま
で
見
据
え
た
組
織
を
推
進

し
、
海
洋
関
連
産

業
の
拠
点
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

佐賀県

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援

古
川
康
知
事

　
２
０
１
３
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
拓
く
」
。
こ
の
言
葉
に
は
必
要
な

変
化
を
た
め
ら
わ
ず
、
時
代
を
、
地

域
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
、
未
来
を

拓
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

強
い
意
志
を
込
め
た
。

　
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
活
力
を
取

り
込
ま
ず
に
は
県
の
成
長
は
な
い
も

の
と
考
え
、
佐
賀
県
初
の
海
外
拠
点

を

年
に
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
県

内
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
拠

点
を
佐
賀
市
中
心
市
街
地
に

年
完

成
予
定
の
ビ
ル
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ

る
。

　
ま
た
上
海
と
の
格
安
航
空
会
社

Ｌ
Ｃ
Ｃ

に
よ
る
路
線
開
設
１
周

年
を
迎
え
た
。
さ
ら
に
新
た
に
韓
国

の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
路
線
が

年
夏
頃
開
設
予

定
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
図
る
。

　
さ
ら
に
次
世
代
の
素
粒
子
実
験
施

設
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
」
建

設
計
画
で
は
、
脊
振
地
域

佐
賀
県

・
福
岡
県

が
候
補
地
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
現
に
ま
い
進

し
て
い
く
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で

も
陸
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
み
な

ら
ず
、
洋
上
風
力
、
潮
流
な
ど
洋
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
行
い
、
新
た

な
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
国
際
化
や
次
世
代
産
業

関
連
に
よ
り
、
本
県

の
未
来
を
切
り

拓

い
て
い
き
た
い
。

総
合
特
区
を
起
爆
剤
に

小
川
洋
知
事

福岡県
　
環
境
を
軸
に
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
に

展
開
す
る
産
業
拠
点
の
形
成
を
目
指

す
「
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総

合
特
区
」
の
指
定
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
。

　
こ
の
間
、
既
存
の
支
援
措
置
に
加

え
て
、
企
業
立
地
交
付
金
の
上
乗
せ

や
不
動
産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
な
ど
、
地
域
独
自
の
支
援

策
を
拡
充
し
て
き
た
。
さ
ら
に
２
０

１
２
年
８
月
、
県
南
部
の
久
留
米
市

や
大
牟
田
市
、
筑
豊
地
域
の
直
方
市

や
飯
塚
市
、
京
筑
地
域
の
豊
前
市
な

ど
を
新
た
に
指
定
区
域
に
追
加
す
る

な
ど
、
特
区
の
面
積
も
当
初
指
定
の

３
・
５
倍
に
大
き
く
拡
大
し
た
。

　
現
在
、
特
区
の
支
援
制
度
を
活
用

し
た
企
業
の
設
備
投
資
が
相
次
い
で

い
る
。
試
算
す
る
と
、
そ
の
規
模
は

３
０
０
億
円
を
超
え
、
こ
れ
に
伴
う

新
た
な
雇
用
は
３
０
０
人
に
達
す

る
。
さ
ら
に
今
、
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
だ
け
で
も
、
３
０
０
億
円
の
投

資
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
産
学
官
一
体
と
な
っ
て
特

区
を
推
進
し
、
一
つ
で
も
多
く
の
事

業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
さ
せ

て
い
き
、
特
区
を
起
爆
剤
と
し
て
福

岡
県
、
そ
し
て
日

本
を
元
気
に
し
て

い
く
。

大分県

広
瀬
勝
貞
知
事

新
エ
ネ
産
業
を
育
成

　
大
分
県
は
集
積
が
集
積
を
産
む
企

業
誘
致
に
加
え
て
、
次
代
を
担
う
新

た
な
産
業
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給

量
、
自
給
率
が
と
も
に
日
本
一
と
い

う
特
性
を
生
か
し
、
関
連
す
る
技
術

開
発
や
事
業
参
入
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。

　
２
０
１
２
年
６
月
に
設
立
し
た

「
大
分
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
企
業

会
」
で
は
、
会
員
が
設
立
時
よ
り
３

割
以
上
も
増
加
し
た
。
県
内
中
小
企

業
に
よ
る
温
泉
熱
や
小
水
力
に
よ
る

発
電
装
置
の
開
発
に
加
え
、
大
手
企

業
も
本
県
の
環
境
を
生
か
し
て
国
内

最
大
級
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模

太
陽
光
発
電
所

の
建
設
を
進
め
て

い
る
。

　
さ
ら
に
医
療
機
器
関
連
産
業
で
は

宮
崎
県
と
連
携
し
「
地
域
活
性
化
総

合
特
区
」
の
指
定
を
受
け
た
「
東
九

州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー
構
想
」
が
進

展
。
企
業
と
連
携
し
て
大
分
大
学
に

設
け
た
「
臨
床
医
工
学
講
座
」
を
は

じ
め
、
県
内
中
小
企
業
の
研
究
開
発

も
進
み
、
今
後
は
医
療
技
術
者
育
成

の
海
外
展
開
も
目
指
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
は
本
県

の
中
小
企
業
の
活
躍
が
欠
か
せ
な

い
。
現
在
、
中
小
企
業
の
発
展
、
成

長
を
目
指
し
「
中
小
企
業
活
性
化
条

例
」
の
３
月
中
の
制

定
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

エ
ネ
産
業
振
興
に
注
力

蒲
島
　
郁
夫
知
事

熊本県
　
熊
本
県
は
未
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
新
エ
ネ
、

省
エ
ネ
先
進
県
を
目
指
し
、
２
０
１

２
年

月
、
全
国
に
先
駆
け
て
、

「
熊
本
県
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」

を
策
定
し
た
。

　
計
画
で
は
四
つ
の
施
策
の
柱
と
し

て

熊
本
県
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
地

域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
多

様
な
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
加
速

化
」

県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
強
化
」

災
害

に
強
い
自
立
・
分
散
型
電
源
な
ど
の

「
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
体
制
の

構
築
」

新
エ
ネ
、
省
エ
ネ
な
ど
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
振
興
」

―
を
揚
げ
、
各
地
域
の
地
域
資
源
や

地
理
的
条
件
な
ど
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
推
進
す
る
。

　
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
将
来
像

と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

を
目
指
し
、

年
度
ま
で
に
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
と
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

相
当
量
の
合
計
が
、
県
内
の
家
庭
に

お
け
る
電
力
消
費
相
当
量

原
油
換

算
１
０
０
万

と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り

組
み
を
推
進
す

る
。

　
安
倍
晋
三
政
権
が
進
め
る
経
済
政

策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
好
感
さ
れ
、
景

気
回
復
へ
の
期
待
感
が
高
ま
る
中
、

九
州
で
も
前
向
き
な
動
き
が
現
れ
て

き
た
。
特
区
内
で
の
設
備
投
資
の
増

加
や
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
所
の
建

設
、
海
外
観
光
客
の
誘
致
な
ど
が
そ

れ
だ
。
足
元
の
景
気
は
ま
だ
ま
だ
と

の
声
は
少
な
く
な
い
も
の
の
、
政
府

や
自
治
体
に
よ
る
有
効
な
成
長
戦
略

が
示
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
動
き
は
さ
ら

に
加
速
す
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
九
州

７
県
の
知
事
に
景
気
回
復
に
向
け
た

各
県
の
産
業
振
興
策
を
聞
い
た
。
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